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【
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
講
評
】

　
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
る
。
審
査
は
、
最
終
候
補
に
残
っ
た
八
作
品
を
各
審
査
委
員
が
個
別
に

評
価
し
た
上
で
、
合
議
に
よ
っ
て
入
賞
作
品
を
決
定
し
た
。
結
果
と
し
て

右
の
三
論
文
を
入
賞
と
し
た
。

　
持
田
論
文
は
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
で
も
顕
著
に
示
さ
れ
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
が
政
治
・
外
交
に

与
え
る
影
響
と
可
能
性
を
論
じ
、時
宜
を
得
た
素
材
を
扱
っ
て
い
る
。
分
析
、

構
成
と
も
水
準
が
高
く
、題
名
に
も
セ
ン
ス
を
感
じ
さ
せ
高
い
評
価
を
得
た
。

　
品
田
論
文
は
、
中
国
国
民
の
多
様
な
日
本
観
を
内
在
的
に
理
解
し
よ
う
と
し

て
い
て
面
白
か
っ
た
。
た
だ
、
分
析
が
や
や
断
片
的
で
全
体
と
し
て
の
主
張
に

迫
力
を
欠
い
た
と
こ
ろ
は
残
念
で
あ
っ
た
。
篠
崎
論
文
は
、
日
本
人
が
憧
れ
が

ち
な
「
対
等
な
」
米
英
関
係
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
豊
富
な
歴
史
の
知

識
に
基
づ
い
て
そ
の
現
実
を
読
み
解
い
た
重
厚
な
作
品
で
あ
る
。
願
わ
く
ば
、

日
本
外
交
へ
の
提
言
の
要
素
が
も
う
少
し
鮮
明
で
あ
る
と
、
な
お
よ
か
っ
た
。

　
応
募
作
品
全
体
を
み
る
と
、
学
生
か
ら
の
投
稿
が
八
割
を
占
め
、
テ
ー

マ
と
し
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
や
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
、
中
国
を
対
象

と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
現
在
の
若
者
の
関
心
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
日
本
外
交
の
現
状
を
批
判
的
に
考
察
し
、
荒
削
り
で
あ
っ
て
も
大
胆
な
提

言
を
行
う
よ
う
な
論
文
が
も
う
少
し
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
、
今
後
、
外
交
に
関
心
を
持
つ
人
々
の
交
流
・
発

信
の
場
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。■

　

    

審
査
委
員
（「
外
交
」
編
集
委
員
）

　
　
　    

中
西
寛
・
長
有
紀
枝
・
春
原
剛
・
宮
城
大
蔵
・
吉
崎
達
彦

外
交
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

最
優
秀
作
品
発
表
！

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な

る
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
は
以
下
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
（
賞
状
・
賞
金
五
万
円
）】

持
田
雄
太
郎

「
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０
と『
第
二
の
外
交
』」

（
東
京
大
学
法
学
部
三
年
）

【
優
秀
賞
（
賞
状
・
賞
金
二
万
円
）】

品
田
純
也（
学
習
院
大
学
法
学
部
三
年
）

「
日
中
相
互
理
解
に
向
け
た
複
合
的
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
構
築
」

篠
崎
正
郎（
防
衛
大
学
校
総
合
安
全
保
障
研
究
科
後
期
課
程
二
年
）

「
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
が
示
唆
す
る
『
対
等
な
同
盟
』
の
幻
想
」

【
最
優
秀
賞
受
賞
の
こ
と
ば
】

　
外
交
と
い
う
と
、
伝
統
的
に
安
全
保
障
を
中
心
に
分
厚
い
蓄
積
が
あ
る
。

し
か
し
、
一
人
の
大
学
生
と
し
て
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
た
と
き
、

最
も
身
近
に
感
じ
た
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
あ
っ
た
。
昨
年
六

月
、
東
京
大
学
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
コ
ス
タ
リ
カ
を
訪
れ
た
と
き

も
、
現
地
の
外
交
官
や
各
国
の
学
生
た
ち
と
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
積
極
的

に
進
め
て
い
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
双
方
向
の
発
信
が
話
題
に
な
っ
た
。
い
ま

の
自
分
の
視
点
か
ら
世
界
を
み
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
開
け
る

の
か
。
そ
の
考
察
が
こ
の
よ
う
な
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　持
田
雄
太
郎




